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(57)【要約】
【課題】隠蔽部の出現領域を広げることができる遊技機
の可動役物を提供する。
【解決手段】第一回動支点１６１により回動可能に支持
される第一本体部１１０と、第二回動支点１７１により
回動可能に支持されるとともに、第一本体部１１０と相
対的に摺動可能な第二本体部１２０と、第一本体部１１
０に備えられる刀身部１１３（隠蔽部）と、第一回動支
点１６１を、第一本体部１１０および第二本体部１２０
の摺動方向とは異なる方向であって、第一回動支点１６
１と第二回動支点１７１とが互いに近接・離間する方向
に移動させることで、第一回動支点１６１と第二回動支
点１７１とが近接しているときには刀身部１１３を第二
本体部１２０で遮蔽し、第一回動支点１６１と第二回動
支点１７１とが離間しているときには第二本体部１２０
で遮蔽されていた刀身部１１３を出現させることが可能
な動力伝達機構１６０と、を具備した。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一回動支点により回動可能に支持される第一本体部と、
　第二回動支点により回動可能に支持されるとともに、前記第一本体部と相対的に摺動可
能な第二本体部と、
　前記第一本体部又は前記第二本体部のいずれか一方に備えられる隠蔽部と、
　駆動源の動力により、前記第一回動支点および／又は前記第二回動支点を、前記第一本
体部および前記第二本体部の摺動方向とは異なる方向であって、前記第一回動支点と前記
第二回動支点とが互いに近接・離間する方向に移動させることで、
　前記第一本体部および前記第二本体部を、前記隠蔽部を遮蔽する方向、又は前記隠蔽部
を出現させる方向に相対的に摺動させ、
　前記第一回動支点と前記第二回動支点とが近接しているときには前記第一本体部又は前
記第二本体部のいずれか他方で前記隠蔽部を遮蔽し、前記第一回動支点と前記第二回動支
点とが離間しているときには前記第一本体部又は前記第二本体部のいずれか他方で遮蔽さ
れていた前記隠蔽部を出現させることが可能な動力伝達機構と、
　を具備する遊技機の可動役物。
【請求項２】
　前記第二本体部は、
　前記第二回動支点により支持される第二本体基部と、
　前記第二本体基部に設けられ、かつ前記第二本体基部に対して前記隠蔽部を遮蔽する方
向、又は前記隠蔽部を出現させる方向に摺動可能な遮蔽部と、
　を具備し、
　前記第一回動支点と前記第二回動支点とが互いに対して近接する方向に移動する動作に
連動して、前記第二本体基部に対して前記隠蔽部を遮蔽する方向に前記遮蔽部を摺動させ
ることにより、前記第一回動支点と前記第二回動支点とが近接しているときには前記隠蔽
部を前記遮蔽部で遮蔽するとともに、
　前記第一回動支点と前記第二回動支点とが互いに対して離間する方向に移動する動作に
連動して、前記第二本体基部に対して前記隠蔽部を出現させる方向に前記遮蔽部を摺動さ
せることにより、前記第一回動支点と前記第二回動支点とが離間しているときには前記遮
蔽部で遮蔽されていた前記隠蔽部を出現させることが可能な連動機構を具備する請求項１
に記載の遊技機の可動役物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機、スロットマシン等の遊技機に用いられる可動役物の技術に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機、スロットマシン等の遊技機においては、所定の場合に演出用の可動役物を
駆動させる種々の技術が公知となっている。
【０００３】
　例えば、刀身形状部材（隠蔽部）と、刀身形状部材に一体化された柄形状部材と、刀身
形状部材を収納する鞘形状部材と、柄形状部材および鞘形状部材を互いに近接・離間させ
る方向に直線的に移動させる駆動機構と、を具備する遊技機の可動役物の技術が公知とな
っている（例えば、特許文献１参照）。
　この技術によれば、駆動機構によって刀身形状部材を鞘形状部材から出現させたり、出
現した刀身形状部材を鞘形状部材に収納させたりすることができる。すなわち、当該可動
役物を用いて擬似的に刀を鞘から抜く（抜刀）動作、および刀を鞘に納める（納刀）動作
を遊技者に見せることができ、遊技機の演出を行うことができる。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２２８８００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術では、柄形状部材および刀身形状部材は遊技機
内の限られた空間の中に配置されており、柄形状部材および刀身形状部材が移動すること
ができる距離が限られているため、刀身形状部材が鞘形状部材から出現する領域の広さが
限られる。その結果、当該可動役物の演出効果に限りがあるという問題点があった。
【０００６】
　本発明は、上記のような問題点に鑑みてなされたものであり、その解決しようとする課
題は、隠蔽部の出現領域を広げることができる遊技機の可動役物を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の解決しようとする課題は以上の如くであり、次にこの課題を解決するための手
段を説明する。
【０００８】
　即ち、請求項１においては、第一回動支点により回動可能に支持される第一本体部と、
第二回動支点により回動可能に支持されるとともに、前記第一本体部と相対的に摺動可能
な第二本体部と、前記第一本体部又は前記第二本体部のいずれか一方に備えられる隠蔽部
と、駆動源の動力により、前記第一回動支点および／又は前記第二回動支点を、前記第一
本体部および前記第二本体部の摺動方向とは異なる方向であって、前記第一回動支点と前
記第二回動支点とが互いに近接・離間する方向に移動させることで、前記第一本体部およ
び前記第二本体部を、前記隠蔽部を遮蔽する方向、又は前記隠蔽部を出現させる方向に相
対的に摺動させ、前記第一回動支点と前記第二回動支点とが近接しているときには前記第
一本体部又は前記第二本体部のいずれか他方で前記隠蔽部を遮蔽し、前記第一回動支点と
前記第二回動支点とが離間しているときには前記第一本体部又は前記第二本体部のいずれ
か他方で遮蔽されていた前記隠蔽部を出現させることが可能な動力伝達機構と、を具備す
るものである。
【０００９】
　請求項２においては、前記第二本体部は、前記第二回動支点により支持される第二本体
基部と、前記第二本体基部に設けられ、かつ前記第二本体基部に対して前記隠蔽部を遮蔽
する方向、又は前記隠蔽部を出現させる方向に摺動可能な遮蔽部と、を具備し、前記第一
回動支点と前記第二回動支点とが互いに対して近接する方向に移動する動作に連動して、
前記第二本体基部に対して前記隠蔽部を遮蔽する方向に前記遮蔽部を摺動させることによ
り、前記第一回動支点と前記第二回動支点とが近接しているときには前記隠蔽部を前記遮
蔽部で遮蔽するとともに、前記第一回動支点と前記第二回動支点とが互いに対して離間す
る方向に移動する動作に連動して、前記第二本体基部に対して前記隠蔽部を出現させる方
向に前記遮蔽部を摺動させることにより、前記第一回動支点と前記第二回動支点とが離間
しているときには前記遮蔽部で遮蔽されていた前記隠蔽部を出現させることが可能な連動
機構を具備するものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の効果として、以下に示すような効果を奏する。
【００１１】
　請求項１においては、第一本体部および第二本体部の摺動方向とは異なる方向に第一回
動支点又は第二回動支点を移動させることで、隠蔽部を遮蔽又は出現させることができる
。このため、第一本体部および第二本体部の摺動方向のスペースに制限がある場合であっ
ても、第一回動支点と第二回動支点との間の距離を確保することができるため、隠蔽部の
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出現領域を広げることができる。その結果、遊技機の遊技における可動役物の演出効果を
高めることができる。
【００１２】
　請求項２においては、第一回動支点又は第二回動支点を移動させて隠蔽部を出現させる
とともに、隠蔽部を出現させる方向に遮蔽部を摺動させることで、当該隠蔽部の出現領域
を広げることができる。その結果、遊技機の遊技における可動役物の演出効果を高めるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係る可動役物を備える遊技機の全体的な構成を示す正面図
。
【図２】遊技盤および納刀状態の可動役物を示す正面図。
【図３】本発明の一実施形態に係る可動役物を示す斜視図。
【図４】同じく、可動役物の納刀状態を示す正面図。
【図５】同じく、動力伝達機構を示す正面図。
【図６】同じく、動力伝達機構を示す斜視図。
【図７】（ａ）同じく、連動機構を示す正面図。（ｂ）同じく、連動機構を示す背面図。
【図８】同じく、連動機構を示す斜視図。
【図９】（ａ）同じく、動力伝達機構の動作前の様子を示す正面図。（ｂ）同じく、動力
伝達機構の動作後の様子を示す正面図。
【図１０】同じく、動力伝達機構の動作後の様子を示す正面図。
【図１１】同じく、可動役物の抜刀状態を示す正面図。
【図１２】（ａ）同じく、連動機構の動作前の様子を示す正面図。（ｂ）同じく、連動機
構の動作後の様子を示す正面図。
【図１３】遊技盤および抜刀状態の可動役物を示す正面図。
【図１４】（ａ）可動役物の納刀状態を示す正面図。（ｂ）第一回動支点が下方に移動し
た場合の可動役物の抜刀状態を示す正面図。（ｃ）第一回動支点が左方に移動した場合の
可動役物の抜刀状態を示す正面図。
【図１５】（ａ）可動役物の納刀状態を示す正面図。（ｂ）第一回動支点が左方に移動し
た場合の可動役物の抜刀状態を示す正面図。（ｃ）第一回動支点が左下方に移動した場合
の可動役物の抜刀状態を示す正面図。
【図１６】本発明の他の実施形態に係る可動役物を示す斜視図。
【図１７】（ａ）同じく、連動機構を示す正面図。（ｂ）同じく、連動機構を示す背面図
。
【図１８】同じく、連動機構を示す斜視図。
【図１９】同じく、連動機構の動作の様子を示す斜視図。
【図２０】（ａ）同じく、連動機構の動作の様子を示す正面図。（ｂ）同じく、連動機構
の動作の様子を示す背面図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　まず、本発明の一実施形態に係る可動役物１００を備える遊技機１の全体構成について
、図１を用いて説明する。
　なお、以下の説明において、遊技機１を遊技者から見て、手前側を遊技機１の前側とし
、奥側を遊技機１の後側として、遊技機１の前後方向を規定する。また、遊技機１を遊技
者から見て、左手側を遊技機１の左側とし、右手側を遊技機１の右側として、遊技機１の
左右方向を規定する。
【００１５】
　遊技機１には、機体の外郭を成す外枠２が設けられる。外枠２は、前後面が開口される
略四角筒状の枠体である。外枠２は、パチンコホール等の遊技場に設けられる台島に設置
される。外枠２の前側の開口部には、略四角形状の枠体である中枠３が、ヒンジ等の軸支
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部材を介して回動可能に支持される。中枠３には、後述する遊技盤４が着脱自在に取り付
けられる。なお、遊技盤４には、遊技球が転動する遊技領域７が形成されている（図２参
照）。さらに、中枠３には、略平板状の枠体である窓枠５と、下皿ユニット６とが、ヒン
ジ等の軸支部材を介してそれぞれ回動可能に支持される。
【００１６】
　窓枠５には、窓枠開口部８が設けられる。窓枠開口部８は、正面視で略円形状であって
、窓枠５を前後方向に貫通して形成される。窓枠開口部８は、窓枠５の略中央に配置され
る。窓枠開口部８には、透明板９が被覆される。そして、窓枠開口部８から透明板９を通
じて、遊技盤４の遊技領域７が視認可能となるように構成される。また、窓枠５には、発
射前の遊技球が貯溜される上皿１０が設けられる。上皿１０は、窓枠開口部８の下方に配
置される。また、窓枠５には、スピーカ１１が設けられる。スピーカ１１は、窓枠開口部
８の左右上方にそれぞれ配置される。
【００１７】
　下皿ユニット６は、窓枠５の下方に配置される。下皿ユニット６には、上皿１０から溢
れた遊技球が貯溜される下皿１２が設けられる。下皿１２は、下皿ユニット６の略中央に
配置される。また、下皿ユニット６には、窓枠５の上皿１０に貯溜された遊技球を遊技領
域７へ向けて発射可能に構成される発射ハンドル１３が設けられる。発射ハンドル１３は
、図示せぬ遊技球発射装置に連結され、下皿１２の右側方に配置される。
【００１８】
　次に、遊技盤４の構成について、図２を用いてさらに詳細に説明する。
【００１９】
　遊技盤４は、基体２１と、図柄表示手段２２と、ガイドレール２３と、一般入賞口２４
と、大入賞装置２５と、可変入賞装置２６と、アウト口２７とを備える。
【００２０】
　基体２１は、遊技盤４の主たる構造体を成す部材である。基体２１は、略平板状の部材
により形成される。基体２１には、遊技盤４の各構成部材が取り付けられる。また、基体
２１には、図柄表示手段２２を取り付けるための図柄表示開口部３１が設けられる。図柄
表示開口部３１は、正面視で略矩形状であって、基体２１を前後方向に貫通して形成され
る。図柄表示開口部３１は、基体２１の略中央に配置される。
【００２１】
　図柄表示手段２２は、遊技機１における遊技の演出上の図柄や数字を変動表示する液晶
画面３２を備える装置である。図柄表示手段２２は、液晶画面３２を前方へ向けた状態で
、基体２１の後面側に取り付けられる。液晶画面３２は、基体２１の図柄表示開口部３１
を通じて前方を臨んで、前方から視認可能となるように構成される。また、液晶画面３２
は、基体２１よりも若干後方に配置されて、基体２１と液晶画面３２との間には隙間が形
成される。この隙間には、後述する可動役物１００が配設される。
【００２２】
　ガイドレール２３は、外ガイドレール３３ａと、内ガイドレール３３ｂとを備える。外
ガイドレール３３ａおよび内ガイドレール３３ｂは、金属製の帯状の部材であり、正面視
で略円弧状に形成される。外ガイドレール３３ａおよび内ガイドレール３３ｂは、短手方
向を前後方向として基体２１の前面側から前方へ突出される。外ガイドレール３３ａは、
基体２１の左側および上側の外周を周回するように配置される。内ガイドレール３３ｂは
、外ガイドレール３３ａよりも基体２１の内側であって、基体２１の左側および下側の外
周を周回するように配置される。
　なお、基体２１の略中央における、外ガイドレール３３ａと内ガイドレール３３ｂとに
より略円形状に区画形成された領域が、遊技領域７とされる。また、基体２１の左側にお
ける、外ガイドレール３３ａと内ガイドレール３３ｂとの間に区画形成された領域が、発
射通路３４とされる。そして、発射ハンドル１３の回動操作に応じて前記遊技球発射装置
により発射された遊技球が、発射通路３４を通過して遊技領域７へ放出されるように構成
される。
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【００２３】
　一般入賞口２４は上面が開口するポケット状に形成されて、遊技球を入賞可能とする部
材である。一般入賞口２４に遊技球が入賞すると、図示せぬ賞球払出装置によって所定数
の賞球（遊技球）が払い出される。一般入賞口２４は、基体２１の遊技領域７の下部に複
数個が配置される。
【００２４】
　大入賞装置２５は、大当たり抽選により大当たりが選択されると、大入賞口３５を開放
して遊技球を入賞可能とする装置である。大入賞口３５に遊技球が入賞すると、前記賞球
払出装置によって所定数の賞球（遊技球）が払い出される。大入賞装置２５は、大入賞口
３５や、図示せぬ駆動手段および駆動伝達部等を備える。大入賞装置２５は、基体２１の
遊技領域７の略中央下部に配置される。
【００２５】
　可変入賞装置２６は、予め設定された作動条件を満たすと、左右一対の可動片の動作に
応じて、可変入賞口３６を入賞可能な開放状態又は入賞不能な閉鎖状態に切り替える装置
である。可変入賞口３６に遊技球が入賞すると、前記賞球払出装置によって所定数の賞球
（遊技球）を払い出されると共に、図示せぬ抽選装置によって大当たり抽選が開始される
。可変入賞装置２６は、基体２１の遊技領域７の略中央であって、図柄表示開口部３１の
下方に配置される。
【００２６】
　アウト口２７は、発射通路３４を通過して遊技領域７へ放出された遊技球が、一般入賞
口２４や大入賞口３５等の各入賞口に入賞しなかった場合に、最終的に流入する開口部で
ある。アウト口２７に流入した遊技球は、パチンコホール等の遊技場側に回収される。ア
ウト口２７は、基体２１を前後方向に貫通して形成される。アウト口２７は、基体２１の
遊技領域７の最下端に配置される。
【００２７】
　次に、可動役物１００について、図２から図１３を用いて説明する。
【００２８】
　可動役物１００は、所定の場合に駆動され、当該駆動による外観上の変化により遊技者
に視覚的な印象（インパクト）を与えるためのものである。可動役物１００は、正面視（
図２）において液晶画面３２の上方に配置される。可動役物１００は、日本刀の形状を模
した役物であり、日本刀の一部（柄、鍔、刀身、および鞘等）を模した形状の部材と、こ
れらの部材を駆動させる機構とにより構成される。具体的には、可動役物１００は、第一
本体部１１０と、第二本体部１２０と、動力伝達機構１６０と、連動機構１７０とにより
構成される。
【００２９】
　図３および図４に示す第一本体部１１０は、柄状部１１１と、鍔状部１１２と、刀身部
１１３とにより構成される。
【００３０】
　柄状部１１１は、略楕円形状の断面を有する略円柱状の部材である。柄状部１１１は、
その長手方向を概ね左右方向として配置される。柄状部１１１の左端部には、柄状部１１
１を前後方向（円柱形状の軸方向と略直交する方向）に貫通する貫通孔１１１ａが形成さ
れる。
【００３１】
　鍔状部１１２は、略楕円平板状の部材である。鍔状部１１２は、その板面を概ね左右方
向に向けて配置される。鍔状部１１２の一方の面（左側の面）は、柄状部１１１の右端に
固定される。
【００３２】
　刀身部１１３は、本発明に係る隠蔽部の実施の一形態であり、略矩形平板状の部材であ
る。刀身部１１３は、その板面を前後方向に向けて配置される。また、刀身部１１３は、
その長手方向を概ね左右方向（柄状部１１１の円柱形状の軸方向）として配置される。刀
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身部１１３の左端は、鍔状部１１２の他方の面（右側の面）に固定される。すなわち、刀
身部１１３は、鍔状部１１２を介して柄状部１１１の右端に固定される。
【００３３】
　第二本体部１２０は、鞘側本体部１２１と、鞘状部１２２とにより構成される。
【００３４】
　鞘側本体部１２１は、本発明に係る第二本体基部の実施の一形態であり、略楕円形状の
断面を有する略円柱状の部材である。鞘側本体部１２１は、柄状部１１１の概ね右方にお
いて、その長手方向を概ね左右方向として配置される。鞘側本体部１２１の左端面には、
鞘側本体部１２１の長手方向に沿って摺動溝１２１ａが形成される（図４参照）。
　摺動溝１２１ａの断面は、刀身部１１３の断面と略同一形状に形成されるとともに、刀
身部１１３が当該摺動溝１２１ａ内を摺動できるように、当該刀身部１１３の断面よりも
わずかに大きくなるように形成される。
　鞘側本体部１２１の摺動溝１２１ａには刀身部１１３の右端側が挿入される。これによ
って、刀身部１１３は鞘側本体部１２１に、当該鞘側本体部１２１の長手方向に沿って摺
動可能に支持される。すなわち、第一本体部１１０と第二本体部１２０とが相対的に摺動
可能に構成される。
【００３５】
　鞘状部１２２は、本発明に係る遮蔽部の実施の一形態であり、略楕円形状の断面を有す
るとともに、その長手方向に貫通孔１２２ａが形成された（図３参照）略円筒状の部材で
ある。鞘状部１２２は、その長手方向を概ね左右方向として配置される。鞘状部１２２の
右端部には、下緒（鞘を帯に結び付けて、鞘が帯から抜け落ちるのを防止するための紐）
を模した装飾部１２２ｂが形成される。
　鞘状部１２２の貫通孔１２２ａの断面は、鞘側本体部１２１の断面と略同一形状に形成
されるとともに、鞘側本体部１２１が当該貫通孔１２２ａ内を摺動できるように、当該鞘
側本体部１２１の断面よりもわずかに大きくなるように形成される。
　鞘状部１２２の貫通孔１２２ａには刀身部１１３が挿通されるとともに、当該貫通孔１
２２ａの右端側には鞘側本体部１２１の左端側が挿入される。これによって鞘状部１２２
は鞘側本体部１２１に、当該鞘側本体部１２１の長手方向に沿って摺動可能に支持される
。
【００３６】
　鞘状部１２２の左端が鍔状部１１２に当接する位置まで、当該鞘状部１２２を鞘側本体
部１２１に対して左方に向かって摺動させた場合、当該鞘状部１２２によって刀身部１１
３を覆う（遮蔽する）ことができる。ここで、「遮蔽する」とは、鞘状部１２２によって
刀身部１１３の少なくとも正面（前面）を覆い、遊技者側（遊技機１の正面側）から見て
刀身部１１３を視認することができなくなるようにすることを言う。
　また、鞘状部１２２を鞘側本体部１２１に対して右方に向かって摺動させた場合、刀身
部１１３を視認できる状態にする（出現させる）ことができる。ここで、「出現させる」
とは、鞘状部１２２を移動させて、当該鞘状部１２２により覆われていた刀身部１１３を
、遊技者側から見て視認することができるようにすることを言う。
【００３７】
　図５および図６に示す動力伝達機構１６０は、駆動源からの動力を伝達し、柄状部１１
１を上下に移動させるためのものである。動力伝達機構１６０は、第一回動支点１６１と
、摺動部１６２と、ガイド部１６３と、摺動側アーム１６４と、回動側アーム１６５と、
ギア１６６と、ギア１６７と、出力ギア１６８とにより構成される。
【００３８】
　図５に示す第一回動支点１６１は、略円柱状の部材である。第一回動支点１６１は、そ
の長手方向を前後方向として配置され、柄状部１１１の貫通孔１１１ａに挿通される。こ
れによって、柄状部１１１は第一回動支点１６１により回動可能に支持される。
【００３９】
　摺動部１６２は、その長手方向に貫通孔１６２ａが形成された略円筒状の部材である。
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摺動部１６２は、柄状部１１１の概ね後方において、その長手方向を上下方向として配置
される。摺動部１６２の前側面には、第一回動支点１６１の後端が固定される。
【００４０】
　ガイド部１６３は、略円柱状の部材である。ガイド部１６３は、その長手方向を上下方
向として配置される。ガイド部１６３は、摺動部１６２の貫通孔１６２ａに挿入された状
態で、基体２１に固定される。これによって、摺動部１６２はガイド部１６３に、当該ガ
イド部１６３の長手方向に沿って摺動可能に支持される。
【００４１】
　図５および図６に示す摺動側アーム１６４は、略矩形平板状の部材である。摺動側アー
ム１６４は、その板面を前後方向に向けて配置される。摺動側アーム１６４の一端は、摺
動部１６２の後側面に固定される（図５参照）。摺動側アーム１６４の他端側は、概ね左
上方に向けて延設される。摺動側アーム１６４の他端近傍には、ピン１６４ａが固定され
る。
　ピン１６４ａは、略円柱状の部材であり、摺動側アーム１６４の他端近傍において、当
該摺動側アーム１６４の前側面から前方に向けて突設される。
【００４２】
　回動側アーム１６５は、略矩形平板状の部材である。回動側アーム１６５は、その板面
を前後方向に向けて配置される。回動側アーム１６５の一端（左下端）近傍には、アーム
軸１６５ａが固定される。アーム軸１６５ａは基体２１に回動可能に支持される。これに
よって、回動側アーム１６５はアーム軸１６５ａを中心として回動可能に支持される。
　回動側アーム１６５の他端部には、回動側アーム１６５を前後方向に貫通する長孔１６
５ｂが形成される。長孔１６５ｂは、その長手方向を回動側アーム１６５の長手方向とし
て形成される。回動側アーム１６５の長孔１６５ｂには、摺動側アーム１６４のピン１６
４ａが後方から挿入される。
　回動側アーム１６５の一端には、アーム軸１６５ａを中心とする扇状のギア部１６５ｃ
が形成される。
【００４３】
　ギア１６６は、図示せぬ回動軸に固定され、当該回動軸により回動可能に支持される。
ギア１６６は、回動側アーム１６５のギア部１６５ｃと歯合される。
【００４４】
　ギア１６７は、図示せぬギア１６６の回動軸に固定され、ギア１６６と共に当該回動軸
により回動可能に支持される。
【００４５】
　出力ギア１６８は、モータ１８０の出力軸１８０ａに固定される。出力ギア１６８は、
ギア１６７と歯合される。
【００４６】
　ここで、モータ１８０は、駆動源の実施の一形態であり、供給される電力により出力軸
１８０ａを回転駆動するものである。モータ１８０は基体２１に固定される。
【００４７】
　図３、図７、および図８に示す連動機構１７０は、動力伝達機構１６０により駆動され
る柄状部１１１の動作に連動して、鞘側本体部１２１に対して鞘状部１２２を摺動させる
ためのものである。連動機構１７０は、第二回動支点１７１と、セクタギア１７２と、第
一ギア１７３と、第二ギア１７４と、第三ギア１７５と、連結部材１７６と、アーム１７
７とにより構成される。
【００４８】
　図７および図８に示す第二回動支点１７１は、その長手方向に貫通孔１７１ａが形成さ
れた略円筒状の部材である。第二回動支点１７１は、その長手方向を前後方向として配置
される。第二回動支点１７１の一端部（前端部）近傍には、正面視（図７（ａ））におい
て当該第二回動支点１７１の軸心から概ね下側を切り欠くように切り欠き部１７１ｂが形
成される。第二回動支点１７１の一端（前端）は、鞘側本体部１２１の後側面に固定され
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る（図３参照）。また、第二回動支点１７１は基体２１に回動可能に支持される。これに
よって、鞘側本体部１２１は第二回動支点１７１を中心として回動可能に支持される。
【００４９】
　セクタギア１７２は、略扇形に形成されたギアである。セクタギア１７２は、当該セク
タギア１７２が成す扇形の中心が正面視において第二回動支点１７１の軸心と一致するよ
うにして、第二回動支点１７１の他端（後端）に固定される。
【００５０】
　第一ギア１７３は、図示せぬ回動軸に固定され、当該回動軸により回動可能に支持され
る。第一ギア１７３は、セクタギア１７２と歯合される。
【００５１】
　第二ギア１７４は、図示せぬ第一ギア１７３の回動軸に固定され、第一ギア１７３と共
に当該回動軸により回動可能に支持される。第二ギア１７４は、その歯数が第一ギア１７
３の歯数よりも多くなるように形成される。具体的には、本実施形態に係る第一ギア１７
３の歯数は１２、第二ギア１７４の歯数は２４である。
【００５２】
　第三ギア１７５は、第二ギア１７４と歯合される。第三ギア１７５は、その歯数が第一
ギア１７３の歯数と同一（すなわち、１２）になるように形成される。
【００５３】
　連結部材１７６は、回動支点部１７６ａと、アーム部１７６ｂとにより構成される。
　回動支点部１７６ａは、略円柱状に形成される。回動支点部１７６ａは、その長手方向
を前後方向として配置される。回動支点部１７６ａの断面は、第二回動支点１７１の貫通
孔１７１ａの断面よりもわずかに小さくなるように形成される。回動支点部１７６ａは、
第二回動支点１７１の貫通孔１７１ａに挿通される。回動支点部１７６ａの一端（後端）
は、第三ギア１７５に固定される。これによって、第三ギア１７５は回動支点部１７６ａ
を介して第二回動支点１７１に回動可能に支持される。
　アーム部１７６ｂは、回動支点部１７６ａの他端（前端）において、略矩形平板状に形
成される。アーム部１７６ｂは、その板面を前後方向に向けて形成される。アーム部１７
６ｂの一端側は、第二回動支点１７１の切り欠き部１７１ｂを介して、概ね下方に向けて
延設される。
【００５４】
　アーム１７７は、略矩形平板状の部材である。アーム１７７は、その板面を前後方向に
向けて配置される。また、アーム１７７は、その長手方向を概ね左右方向として配置され
る。アーム１７７の右端は、連結部材１７６のアーム部１７６ｂの一端に、ピン１７７ａ
を介して回動可能に連結される。アーム１７７の左端は、鞘状部１２２の右端（より詳細
には、鞘状部１２２の装飾部１２２ｂの後側面）に、ピン１７７ｂを介して回動可能に連
結される。
【００５５】
　次に、可動役物１００の動作態様について、図２から図１３を用いて説明する。
【００５６】
　可動役物１００は、動力伝達機構１６０の摺動部１６２が、ガイド部１６３に対して最
も上方に摺動した位置（図４参照）にある場合、第一回動支点１６１と第二回動支点１７
１とは略同じ高さに位置しており、第一回動支点１６１と第二回動支点１７１との間隔が
最も狭く（直線距離が最も短く）なる。またこの場合、鞘状部１２２は鍔状部１１２に当
接する位置まで鞘側本体部１２１に対して左方に摺動されている。このため、刀身部１１
３は鞘状部１２２に完全に覆われ、正面から視認できない状態になる。以下、この状態を
「納刀状態」と記す。
【００５７】
　可動役物１００が納刀状態にある場合において、制御装置（不図示）等の制御手段から
、モータ１８０を駆動させる旨の電気信号が当該モータ１８０に送信され、図９に示すよ
うにモータ１８０が出力軸１８０ａを正面視時計回りに回動させた場合、当該出力軸１８
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０ａとともに出力ギア１６８が回動する。出力ギア１６８が回動すると、ギア１６７を介
してギア１６６が正面視反時計回りに回動される。ギア１６６が回動すると、当該ギア１
６６と歯合する回動側アーム１６５のギア部１６５ｃが、アーム軸１６５ａを中心として
正面視時計回りに回動する。すなわち、回動側アーム１６５は、アーム軸１６５ａを中心
として正面視時計回りに回動する。
【００５８】
　図１０に示すように、回動側アーム１６５が正面視時計回りに回動すると、当該回動側
アーム１６５によりピン１６４ａを介して摺動側アーム１６４が概ね下方に向かって付勢
される。当該摺動側アーム１６４が固定される摺動部１６２は、ガイド部１６３に対して
当該ガイド部１６３の長手方向（すなわち、上下方向）にのみ摺動可能である。このため
、摺動側アーム１６４および摺動部１６２は、回動側アーム１６５の付勢力によってガイ
ド部１６３に対して下方に摺動される。
【００５９】
　図１１に示すように、摺動部１６２が下方に摺動すると、第一回動支点１６１を介して
柄状部１１１の左端部が下方に移動される。これによって、当該柄状部１１１に連結され
た鍔状部１１２、刀身部１１３、鞘側本体部１２１、および鞘状部１２２が、連動機構１
７０の第二回動支点１７１を中心として正面視反時計回りに回動する。またこの際、第二
回動支点１７１はその上下位置が変化しないのに対して、第一回動支点１６１がガイド部
１６３に沿って下方へ移動するため、第一回動支点１６１と第二回動支点１７１との間隔
が離れて（直線距離が長くなって）、柄状部１１１は第二回動支点１７１から離間する方
向に移動することになる。これによって、当該柄状部１１１に固定された刀身部１１３は
、鞘側本体部１２１に対して、当該鞘側本体部１２１の長手方向に沿って概ね左方へと摺
動する。
【００６０】
　また、図１２に示すように、鞘側本体部１２１が正面視反時計回りに回動すると、当該
鞘側本体部１２１に固定された第二回動支点１７１が正面視反時計回りに回動する。第二
回動支点１７１が回動すると、当該第二回動支点１７１に固定されたセクタギア１７２が
正面視反時計回りに回動する。セクタギア１７２が回動すると、第一ギア１７３を介して
第二ギア１７４が正面視時計回りに回動される。第二ギア１７４が回動すると、当該第二
ギア１７４と歯合する第三ギア１７５が正面視反時計回りに回動する。第三ギア１７５が
回動すると、当該第三ギア１７５に固定された連結部材１７６が第二回動支点１７１の軸
心を中心として正面視反時計回りに回動する。
　第二回動支点１７１の回動動力が連結部材１７６に伝達される際、セクタギア１７２、
第一ギア１７３、第二ギア１７４、および第三ギア１７５によって当該回動動力が増速さ
れる。すなわち、第二回動支点１７１が回動する角度に対して、連結部材１７６が回動す
る角度の方が大きくなる。
　連結部材１７６が回動すると、当該連結部材１７６のアーム部１７６ｂの一端側に連結
されたアーム１７７が概ね右方に向かって移動する。これによって、アーム１７７の左端
に連結された鞘状部１２２が、鞘側本体部１２１に対して右方に向かって摺動する。
【００６１】
　以上の如く、図１１に示すように、モータ１８０が駆動され、摺動部１６２が下方に摺
動した場合、刀身部１１３が鞘側本体部１２１に対して左方へと摺動するとともに、鞘状
部１２２が鞘側本体部１２１に対して右方へと摺動する。これによって、鍔状部１１２と
鞘状部１２２とが離間し、刀身部１１３が鞘状部１２２から出現し、当該刀身部１１３を
正面から視認できる状態になる。以下、この状態を「抜刀状態」と記す。
【００６２】
　上述の如く、可動役物１００を納刀状態（図２）から抜刀状態（図１３）に切り換える
と、当該可動役物１００の左端が下方（図柄表示開口部３１の中央部）に向かって移動す
るとともに、刀身部１１３が出現する。これによって遊技者は、遊技中に可動役物１００
の動作、すなわち、日本刀が抜刀される様子を模した動作を視認することができる。
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【００６３】
　一方、前記制御装置等からモータ１８０を駆動させる旨の電気信号を当該モータ１８０
に送信し、モータ１８０の出力軸１８０ａを正面視（図９）反時計回りに回動させること
で、上述の説明とは逆に、可動役物１００を抜刀状態（図１３）から納刀状態（図２）に
切り換えることができる。
【００６４】
　上述の如く、可動役物１００を納刀状態から抜刀状態に切り換えると、第一回動支点１
６１と第二回動支点１７１との左右方向幅を一定に保ったまま、第一回動支点１６１と第
二回動支点１７１との間隔が離れ（直線距離が長くなり）、刀身部１１３が鞘状部１２２
から出現する（外部から視認可能となる）。したがって、左右方向のスペースが限られて
いる遊技機１に可動役物１００を適用する場合であっても、第一回動支点１６１と第二回
動支点１７１との距離を確保することができ、刀身部１１３が鞘状部１２２から出現する
領域（出現領域）を確保することができる。
【００６５】
　また、第一回動支点１６１と第二回動支点１７１との距離が離れて第一本体部１１０と
第二本体部１２０とが互いに対して離間する方向に摺動することにより刀身部１１３が出
現すると同時に、鞘状部１２２が刀身部１１３を出現させる方向に摺動する。これによっ
て、刀身部１１３が鞘状部１２２から出現する領域（出現領域）をより広くすることがで
きる。したがって、刀身部１１３をより大きく遊技機１の遊技者に視認させることができ
、視覚を通じて遊技者に強い印象を与えることができる。つまり、遊技機１の遊技におけ
る可動役物１００の演出効果を高めることができる。
【００６６】
　以上の如く、本実施形態に係る可動役物１００は、第一回動支点１６１により回動可能
に支持される第一本体部１１０と、第二回動支点１７１により回動可能に支持されるとと
もに、第一本体部１１０と相対的に摺動可能な第二本体部１２０と、第一本体部１１０に
備えられる刀身部１１３（隠蔽部）と、モータ１８０（駆動源）の動力により、第一回動
支点１６１を、第一本体部１１０および第二本体部１２０の摺動方向とは異なる方向であ
って、第一回動支点１６１と第二回動支点１７１とが互いに近接・離間する方向に移動さ
せることで、第一本体部１１０および第二本体部１２０を、刀身部１１３を遮蔽する方向
、又は刀身部１１３を出現させる方向に相対的に摺動させ、第一回動支点１６１と第二回
動支点１７１とが近接しているときには第二本体部１２０で刀身部１１３を遮蔽し、第一
回動支点１６１と第二回動支点１７１とが離間しているときには第二本体部１２０で遮蔽
されていた刀身部１１３を出現させることが可能な動力伝達機構１６０と、を具備するも
のである。
【００６７】
　このように構成することにより、第一本体部１１０および第二本体部１２０の摺動方向
とは異なる方向に第一回動支点１６１又は第二回動支点１７１を移動させることで、刀身
部１１３を遮蔽又は出現させることができる。このため、第一本体部１１０および第二本
体部１２０の摺動方向のスペースに制限がある場合であっても、第一回動支点１６１と第
二回動支点１７１との間の距離を確保することができるため、刀身部１１３の出現領域を
広げることができる。その結果、遊技機１の遊技における可動役物１００の演出効果を高
めることができる。例えば、遊技者に与えるインパクトを大きくすることができる。
【００６８】
　また、本実施形態に係る第二本体部１２０は、第二回動支点１７１により支持される鞘
側本体部１２１（第二本体基部）と、鞘側本体部１２１に設けられ、かつ鞘側本体部１２
１に対して刀身部１１３を遮蔽する方向、又は刀身部１１３を出現させる方向に摺動可能
な鞘状部１２２（遮蔽部）と、を具備し、第一回動支点１６１と第二回動支点１７１とが
互いに対して近接する方向に移動する動作に連動して、鞘側本体部１２１に対して刀身部
１１３を遮蔽する方向に鞘状部１２２を摺動させることにより、第一回動支点１６１と第
二回動支点１７１とが近接しているときには刀身部１１３を鞘状部１２２で遮蔽するとと
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もに、第一回動支点１６１と第二回動支点１７１とが互いに対して離間する方向に移動す
る動作に連動して、鞘側本体部１２１に対して刀身部１１３を出現させる方向に鞘状部１
２２を摺動させることにより、第一回動支点１６１と第二回動支点１７１とが離間してい
るときには鞘状部１２２で遮蔽されていた刀身部１１３を出現させることが可能な連動機
構１７０を具備するものである。
【００６９】
　このように構成することにより、第一回動支点１６１を移動させて刀身部１１３を出現
させるとともに、刀身部１１３を出現させる方向に鞘状部１２２を摺動させることで、当
該刀身部１１３の出現領域を広げることができる。その結果、遊技機１の遊技における可
動役物１００の演出効果を高めることができる。
　また、駆動源を別途設けることなく、上記柄状部１１１と鞘状部１２２を同時に動作さ
せることができる。
【００７０】
　以下では、本実施形態に係る可動役物１００の如く、鞘状部１２２が鞘側本体部１２１
に対して摺動する方向とは異なる方向に第一回動支点１６１を移動させた場合の効果につ
いて、図１４および図１５を用いて詳細に説明する。
　なお、以下の説明においては、第一回動支点１６１と第二回動支点１７１との距離の変
化による刀身部１１３の出現のみに着目するために、鞘状部１２２は鞘側本体部１２１に
対して摺動しないものとして説明を行う。
【００７１】
　図１４に示すように、可動役物１００の第一回動支点１６１が下方（鞘状部１２２が鞘
側本体部１２１に対して摺動する方向とは異なる方向）に移動し、納刀状態（図１４（ａ
））から抜刀状態（図１４（ｂ））に切り換えられると、第一回動支点１６１と第二回動
支点１７１との左右方向幅Ｗ１は一定のまま、刀身部１１３が長さＬ１だけ出現する（こ
の可動役物１００を、以下では「第一の可動役物１００」と記す）。
【００７２】
　一方、可動役物１００の第一回動支点１６１を左方（鞘状部１２２が鞘側本体部１２１
に対して摺動する方向と同一の方向）に移動させて、納刀状態（図１４（ａ））から抜刀
状態（図１４（ｃ））に切り換え、刀身部１１３を第一の可動役物１００と同じく長さＬ
１だけ出現させるとすると、第一回動支点１６１と第二回動支点１７１との左右方向幅は
Ｗ２（＞Ｗ１）となる（この可動役物１００を、以下では「第二の可動役物１００」と記
す）。
【００７３】
　このように、刀身部１１３を同じ長さＬ１だけ出現させる場合であっても、第二の可動
役物１００は左右方向幅がＷ２に増加するのに対し、第一の可動役物１００は左右方向幅
がＷ１で一定のままである。このように、第一回動支点１６１を鞘状部１２２が鞘側本体
部１２１に対して摺動する方向とは異なる方向に移動させることにより、刀身部１１３を
同じ長さだけ出現させる場合であっても、左右方向の省スペース化を図ることができる。
【００７４】
　また、図１５に示すように、可動役物１００の第一回動支点１６１が左方（鞘状部１２
２が鞘側本体部１２１に対して摺動する方向と同一の方向）に移動し、納刀状態（図１５
（ａ））から抜刀状態（図１５（ｂ））に切り換えられると、第一回動支点１６１と第二
回動支点１７１との左右方向幅はＷ３（＞Ｗ１）となり、刀身部１１３が長さＬ２だけ出
現する（この可動役物１００を、以下では「第三の可動役物１００」と記す）。
【００７５】
　一方、可動役物１００の第一回動支点１６１を左下方（鞘状部１２２が鞘側本体部１２
１に対して摺動する方向とは異なる方向）に向かって、第一回動支点１６１と第二回動支
点１７１との左右方向幅が第三の可動役物１００と同じＷ３になるまで移動させ、納刀状
態（図１５（ａ））から抜刀状態（図１５（ｃ））に切り換えると、刀身部１１３は長さ
Ｌ３（＞Ｌ２）だけ出現する（この可動役物１００を、以下では「第四の可動役物１００
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」と記す）。
【００７６】
　このように、第一回動支点１６１を同じ左右方向幅Ｗ３まで移動させる場合であっても
、第三の可動役物１００の刀身部１１３は長さＬ２だけしか出現しないのに対し、第四の
可動役物１００の刀身部１１３は長さＬ３（＞Ｌ２）だけ出現する。このように、第一回
動支点１６１を鞘状部１２２が鞘側本体部１２１に対して摺動する方向とは異なる方向に
移動させることにより、第一回動支点１６１を同じ左右方向幅Ｗ３まで移動させる場合で
あっても、刀身部１１３の出現領域をより広くすることができる。
【００７７】
　なお、第一回動支点１６１のみを、第一回動支点１６１と第二回動支点１７１とが互い
に近接・離間する方向に移動させる構成ではなく、第二回動支点１７１のみを移動させる
構成、又は第一回動支点１６１および第二回動支点１７１を移動させる構成とすることも
可能である。
【００７８】
　また、第一回動支点１６１の移動方向は上下方向（ガイド部１６３の長手方向）に限る
ものではなく、鞘状部１２２が鞘側本体部１２１に対して摺動する方向とは異なる方向で
あって、第一回動支点１６１と第二回動支点１７１とが近接・離間する方向であれば良い
。
【００７９】
　また、刀身部１１３（隠蔽部）は第一本体部１１０に備えられる構成ではなく、第二本
体部１２０に備えられる構成とすることも可能である。この場合、刀身部１１３は第二本
体部１２０（例えば、鞘側本体部１２１）に固定されるとともに、第一本体部１１０（例
えば、柄状部１１１）に対して摺動可能に支持される。
【００８０】
　また、動力伝達機構１６０は、柄状部１１１を、鞘状部１２２が鞘側本体部１２１に対
して摺動する方向とは異なる方向であって、第一回動支点１６１と第二回動支点１７１と
が近接・離間する方向に移動させることができる構成であれば、本実施形態に係る構成に
限らない。
【００８１】
　また、連動機構１７０は、柄状部１１１の動作に連動して、鞘状部１２２を鞘側本体部
１２１に対して摺動させることができる構成であれば、本実施形態に係る構成に限らない
。
【００８２】
　また、可動役物１００の形状は、日本刀を模した形状に限らず、本発明に係る遊技機の
可動役物は、その他の形状にも適用することが可能である。
【００８３】
　次に、本発明に係る可動役物の別実施形態である可動役物２００について、図１６から
図２０を用いて説明する。なお、可動役物２００の構成のうち、可動役物１００と略同一
の部材には可動役物１００の対応する部材と同一の符号を付し、説明を省略する。
【００８４】
　図１６および図１７に示す鞘状部２２２は、本発明に係る遮蔽部の実施の一形態である
。鞘状部２２２は、略楕円形状の断面を有する略円筒状の部材を、その軸心を通る長手方
向に平行な平面で切断して形成される部材である。鞘状部２２２の後側面には、鞘側本体
部１２１の外周面に沿う形状の溝部２２２ａが形成される。また、鞘状部２２２の後側面
には、その上端部から下方に向けて略矩形平板状の支持部２２２ｂが形成される。支持部
２２２ｂには、当該支持部２２２ｂを前後方向に貫通する貫通孔２２２ｃが形成される。
鞘状部２２２は、その長手方向を概ね左右方向として配置される。
　鞘状部２２２の溝部２２２ａには刀身部１１３が挿通されるとともに、当該溝部２２２
ａの右端側には鞘側本体部１２１の左端側が挿入される。これによって鞘状部２２２は鞘
側本体部１２１に、当該鞘側本体部１２１の長手方向に沿って摺動可能に支持される。
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【００８５】
　鞘状部２２２の左端が鍔状部１１２に当接する位置まで、当該鞘状部２２２を鞘側本体
部１２１に対して左方に向かって摺動させた場合、当該鞘状部２２２によって刀身部１１
３を覆う（遮蔽する）ことができる。
　また、鞘状部２２２を鞘側本体部１２１に対して右方に向かって摺動させた場合、刀身
部１１３を視認できる状態にする（出現させる）ことができる。
【００８６】
　図１７および図１８に示す連動機構２７０は、動力伝達機構１６０により駆動される柄
状部１１１の動作に連動して、鞘側本体部１２１に対して鞘状部１２２を摺動させるため
のものである。連動機構１７０は、第二回動支点２７１と、刀身側ラックギア２７２と、
回動軸２７３と、刀身側ピニオンギア２７４と、本体側ピニオンギア２７５と、本体側ラ
ックギア２７６とにより構成される。
【００８７】
　図１６および図１７に示す第二回動支点２７１は、略円柱状の部材である。第二回動支
点２７１は、その長手方向を前後方向として配置される。第二回動支点２７１の一端（前
端）は、鞘側本体部１２１の後側面に固定される。また、第二回動支点２７１は基体２１
に回動可能に支持される。これによって、鞘側本体部１２１は第二回動支点２７１を中心
として回動可能に支持される。
【００８８】
　図１７および図１８に示す刀身側ラックギア２７２は、その長手方向を刀身部１１３の
長手方向として配置される。刀身側ラックギア２７２は、刀身部１１３の後側面に固定さ
れる。
【００８９】
　回動軸２７３は、略円柱状の部材である。回動軸２７３は、その長手方向を前後方向と
して配置される。回動軸２７３は、鞘状部２２２（詳細には支持部２２２ｂ）の貫通孔２
２２ｃに挿通され、支持部２２２ｂに回動可能に支持される。
【００９０】
　刀身側ピニオンギア２７４は、回動軸２７３の前端に固定され、当該回動軸２７３によ
り回動可能に支持される。刀身側ピニオンギア２７４は、刀身側ラックギア２７２と歯合
される。
【００９１】
　本体側ピニオンギア２７５は、回動軸２７３の後端に固定され、当該回動軸２７３によ
り回動可能に支持される。また、刀身側ピニオンギア２７４および本体側ピニオンギア２
７５はいずれも回動軸２７３に固定されるため、刀身側ピニオンギア２７４および本体側
ピニオンギア２７５は、いずれか一方が回動した場合には他方も回動することになる。
【００９２】
　本体側ラックギア２７６は、その長手方向を鞘側本体部１２１の長手方向として配置さ
れる。本体側ラックギア２７６は、本体側ピニオンギア２７５と歯合される。本体側ラッ
クギア２７６の一端部（右端部）は、鞘側本体部１２１の後側面に固定される。
【００９３】
　次に、可動役物２００の動作態様について、図１６から図２０を用いて説明する。
【００９４】
　可動役物２００が納刀状態にある場合（図１７参照）において、モータ１８０が駆動さ
れ、摺動部１６２がガイド部１６３に対して下方に摺動すると、第一回動支点１６１を介
して柄状部１１１の左端部が下方に移動される（図１６参照）。これによって、当該柄状
部１１１に連結された鍔状部１１２、刀身部１１３、鞘側本体部１２１、および鞘状部２
２２が、連動機構２７０の第二回動支点２７１を中心として正面視反時計回りに回動する
。またこの際、第二回動支点２７１はその上下位置が変化しないのに対して、第一回動支
点１６１がガイド部１６３に沿って下方へ移動するため、第一回動支点１６１と第二回動
支点２７１との間隔が離れて（直線距離が長くなって）、柄状部１１１は第二回動支点２
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７１から離間する方向に移動することになる。これによって、当該柄状部１１１に固定さ
れた刀身部１１３は、鞘側本体部１２１に対して、当該鞘側本体部１２１の長手方向に沿
って概ね左方へと摺動する。
【００９５】
　図１９に示すように、刀身部１１３が左方へと摺動すると、当該刀身部１１３とともに
、刀身部１１３に固定された刀身側ラックギア２７２も左方へと移動する。刀身側ラック
ギア２７２が左方に移動すると、刀身側ピニオンギア２７４および回動軸２７３を介して
本体側ピニオンギア２７５が正面視時計回りに回動される。本体側ピニオンギア２７５は
鞘側本体部１２１に固定された本体側ラックギア２７６に歯合しているため、本体側ピニ
オンギア２７５は本体側ラックギア２７６上を概ね右方へと移動する。これによって、当
該本体側ピニオンギア２７５と連結される回動軸２７３および刀身側ピニオンギア２７４
、並びに回動軸２７３を支持する鞘状部２２２は、概ね右方へと移動する。すなわち、鞘
状部２２２が、鞘側本体部１２１に対して右方に向かって摺動する（図２０参照）。
【００９６】
　以上の如く、モータ１８０が駆動され、摺動部１６２が下方に摺動した場合、図２０に
示すように刀身部１１３が鞘側本体部１２１に対して左方へと摺動するとともに、鞘状部
２２２が鞘側本体部１２１に対して右方へと摺動する。これによって、鍔状部１１２と鞘
状部１２２とが離間し、刀身部１１３が鞘状部１２２から出現し、当該刀身部１１３を正
面から視認できる状態（抜刀状態）になる。
【００９７】
　一方、前記制御装置等からモータ１８０を駆動させる旨の電気信号を当該モータ１８０
に送信し、摺動部１６２を上方に摺動させることで、上述の説明とは逆に、可動役物２０
０を抜刀状態から納刀状態に切り換えることができる。
【符号の説明】
【００９８】
　１：遊技機，１００：可動役物，１１０：第一本体部，１１１：柄状部，１１３：刀身
部（隠蔽部），１２０：第二本体部，１２１：鞘側本体部（第二本体基部），１２２：鞘
状部（遮蔽部），１６０：動力伝達機構，１６１：第一回動支点，１７０：連動機構，１
７１：第二回動支点，１８０：モータ
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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